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1 SX60検出状況

2 条里跡出士遺物



例 言

本書は，介護老人保健施設新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で

る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

，条里跡にかか
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本報告書の執筆は，渡邊誠が第 1~4 章，上原ふみが第 3 章の遺物を執筆し，編集は渡

邊が行った。

本報告の高度値は海抜高を表し，方位は座標北を示す。
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出土遺物の実測図は，土器・士製品は l

は図面ごとに示している。

/3,1/4, 石器は 1/ 2, 遺構の縮尺について
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発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯と経過 第2節 整理作業の経過

平成22年 12月3日に株式会社菅組より香南町由佐

102番地 1,2, 15における包蔵地照会があり，当該

地は条里跡に含まれていたものの，包蔵状況が不明確で

あった。そのため，内容確認のための確認調査を実施し，

保護措置の有無を検討することとなり，平成 22年 12

月7日に確認調査を実施した。その結果，開発範囲にお

いて中世の柱穴などの遺構および遺物を確認したため，

保護措置が必要であると考えられた。

その後，工事計画が決まり，事業主体である医療法人

社団以和貴会から平成 23年6月 1日付けで埋蔵文化財

発掘の届出が提出され，香川県教育委員会から平成 23

年6月9日付けで工事によって影響を受ける範囲におい

て事前に発掘調査を実施するよう通知があった。

これを受けて， 6月に発掘調査の実施にむけて本市教

育委員会と医療法人社団以和貴会で協議を行った。その

結果，調査期間，調査費用について合意に至り， 6月

20日に協定書を取り交わした。そして，（仮称）介護老

人保健施設新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業とし

て，埋蔵文化財の調査を開始した。

建物基礎および擁壁工事によって影響を受ける 511

団を対象として発掘調査し，その後，発掘調査時には対

応ができなかった付帯工事（擁壁）範囲については9月

7~8 日にかけて工事立会を実施し，記録保存を行った。

詳細は下記のとおりである。

対象面積

調査主体

調査原因

調査期間

立会期間

s11m 

高松市教育委員会

介護老人保健施設建設

平成 23 年 6 月 23 月 ~7 月 29 日

平成 23 年 9 月 7 日~s 日

具体的な作業は，工事計画の関係から表士の掘削を立

会を実施しながら行った後，建物の基礎の位置だしを行

い，その部分について遺構の検出および掘削等を行った。

ただし，擁壁工事の部分で，大型遺構 (SX60)が確認

されたため，その部分については，今回の対象範囲から

外れる部分についても調査を実施した。

整理作業は，平成 23年度から平成24年度にかけて

継続して実施し，渡邊が総括し，渡邊，上原，高上が分

担し，片桐節子，西尾明美が補佐した。経過については，

下記の第 l表の通りである。

具体的には平成 23年度に出土遺物の洗浄および接合

を実施し，分類作業および選別作業を行った。その後，

遺構図面の整理および出土遺物の実測および拓本作業を

行った。平成 24年度は出土遺物の製図および図面のレ

イアウトを行い，執筆および編集作業を実施した。

（渡邊誠）

第 1表 整理作業工程表

|―・s月

い青・
実測--- --、、

トレース
再―頁撮影a
レイアウト
執筆・編集

発掘調査風景

工事立会状況

ー



条里跡

第2章地理的◎ 歴史的環境

第 1節地理的環境

本調査地は高松市南西部に位置し，本市香南町（以下，

香南町という）地域である。南部は阿讃山脈（讃岐山

脈）から派生する丘陵山地が東西方向に伸びており，中

央部では香東川が丘陵山地を抜け高松平野へと北流して

いる。

地質学の所見によれば，この丘陵山地は領家花岡岩類

と呼ばれる花岡岩山地と浸食により形成された段丘から

なる。さらに後者は丘陵と台地とに分類されている。

花商岩山地は本市香川町（以下，香川町という）の南

端部，東谷地区の周辺で広がり，発達した川に沿って渓

谷が形成され，小規模な谷が入り組む複雑な地形を呈す

る。また香川町北部，浅野地区の周囲に散在する低山は

浸食作用から逃れ，島状を呈するが，その基盤も花岡岩

とされている。

丘陵部は本来，旧香東川による扇状地とされ，香川町

鮎滝下倉地区から香南町の西に位置する千疋地区にか

けて認められるが，次第に綾川の影響が大きくなり，西

第1図 高松市および市域における位置図

方では両河川の複合扇状地となっている。 道は馬の背と呼ばれる岩崎，川東上を頂部とし高松平野

台地は高位の段丘が形成された後の河川によって形成 へと下る往時の幹線道であり，この塩江街道と交わり東

された扇状地であるが，現在ではこの台地を刻んだ川筋 讃，西讃域へ抜ける三木綾南線が高松平野の南部を東西

が谷池，皿池といった溜池を繋ぐ微地形において認めら 方向を繋ぐ幹線となっている。このように，当遺跡周辺

れ，鮎滝付近を起点とし香川町では北東方向，香南町で は東・西讃，阿波地域を結ぶ要所として重要である。

は北西方向へと下るのが観察される。

香川町では新池から浅野地区に点在する池を経て平池 第 2節 歴史的環境

に至り，古川から春日川へ，あるいは高松平野中央部の 本調査地周辺において認められる遺跡・遺物では，弥

溜池へと延伸することが分かる。 生時代のものが初見となる。香南町で発掘された岡清水

一方の香南町では，高松市西部を流れる本津川は西庄 遺跡では，弥生時代後期に属する集落域や墓域（土器棺

の琴谷池を源流としており，音谷池等周辺に点在する池 墓，土坑墓）などが確認されている。住居跡の形態から

から発する川も合流する。その東方の岡地区奥谷池に発 播磨地域との密接な関係が指摘されている。

する古川は，小田池を経て北西へ下り御厩町北端で本津 この他に山下墳墓跡の壺棺，弥生土器や石器類の散布

川と合流し瀬戸内海へど注いでいる。 地として浅野八幡遺跡，船岡山，新池，龍満山東斜面，

平野部については，ほぼ現況の流路となった香東川の 油山北麓・南西斜面，川内原の鈴向，冠櫻神社遺跡，小

堆積により形成されており，両岸にその氾濫原をみるこ 田池西選跡，奥谷遺跡，香南小学校周辺，旧由佐小学校

とができる。特に，東側（香川町側）ではその傾向が著 校庭が知られている。

しい。香東川は阿讃山脈の大滝山，三木町津柳を源流と また，出土の経緯は不明だが，香川町安原下の下倉八

して，塩江町を流れる複数の河川を合せながら香川町岩 幡神社に奉納されたという平形銅剣4口は注目される。

崎付近で平野に至る。これを頂部とする扇状地である高 分布の集中する伊予•西讃域との交流が想定されととも

松平野を北流しており，その形成にあって多大な影響を に，青銅器を保有する背景についても注目される。

与えたと考えられる。 古墳時代では集落の確認例はなく，まず，前期に属す

現況でみられる主要道のうち，徳島県に繋がる塩江街 るものとして，船岡山山頂に築かれた前方後円墳が挙げ
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第2図 周辺遺跡分布図

第2表

No 

遺跡一覧表

遺跡名

1 条里跡 古代 15 中下の塚 中世 墓 29 龍満山古墳群1号墳古墳 古墳

2 冠嬰神社遺跡 弥生集落 16 古田 1号塚 中世 墓 30 龍満山古墳群2号墳古墳 古墳

3 冠嬰神社南の塚 中世 墓 17 古田2号塚 中世 墓 31 龍満山古墳群3号墳古墳 古墳

4 由佐城跡 中世城館 18 池内城跡 中世城館 32 龍満山古墳群4号墳古墳 古墳

5 横井城跡 中世城館 19 茶園窯跡 古代窯跡 33 龍満山古墳群5号墳古墳 古墳

6 横井の塚 中世 墓 20 大坪窯跡 古代窯跡 34 配石

7 宝三地の塚 中世 墓 21 大坪古墳 古墳古墳 35 配石

8 尾崎塚 中世 墓 22 岡館跡 中世城館 36 横岡山古墳 古墳古墳

9 城 1号塚 中世 墓 23 臼井の塚 中世 墓 37 安倍清明の墓 中世 墓

10 城2号塚 中世 墓 24 山下墳墓 弥生 墓 38 五輪塔 中世 墓

11 佐賀神社古墳 古墳古墳 25 龍満城跡 中世城館 39 乾城跡 中世城館

12 吉光城跡 中世城館 26 五輪塔 中世 墓 40 五輪塔 中世 墓

13 小田池西遺跡 弥生集落 27 配石 41 五輪塔 中世 墓

14 若宮神社古墳 古墳古墳 28 剣山古墳 古墳古墳 42 荒神 中世 墓

時代 性格JNo 遺跡名 時代 性格JNo 遺跡名 時代 性格
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条里跡

られる。現在，発掘調査を実施しており，重要な成果が

薔積されつつある。

後期古墳では，横穴式石室墳として，万塚古墳（香川

町浅野），横岡山古墳（香川町浅野），東赤坂古墳（香川

町浅野），舟岡古墳（香川町浅野），八王子古墳（香川町

が一部残っており，発掘調査では並走する堀跡や柱穴が

確認されている。本調査地周辺は南門という地名が残り，

関連が想定される。龍満城は，現況で幅 18~20 mに

わたる堀の痕跡が認められ，東西 156m, 南北 170m 

の範囲に屋敷地が推定できるもので，発掘調宜では廃城

浅野），龍満山古墳群（香川町川東下），佐賀神社古墳（香 後に建立された薬師庵の土塀，石垣を確認した他，これ

南町由佐），城所山 1号墳。 2号墳（香南町岡）などが

ある。

古代には，律令制の行政区で讃岐国香川郡に属し，こ

のなかで大野・浅野地区が大野郷，川東・川内原・東谷・

に先行する土塁が確認されている。

戦国時代になると，これらの氏族は細川氏の後に三好，

長宗我部へと属することとなり，豊臣秀吉の四国平定時

には知行を失うが，多くが生駒藩において登用され，こ

由佐• 安原の一帯が井原郷に比定されている。これに関 の後も旧家として残ったようである。

わる資料としては，長岡京出土の木簡（荷札）に「讃岐 このほか，大野で出土し，栗林公園に移された「大馬

国香川郡大乃道守在万呂白米五斗」とあり，大野郷が奈 膜」は，生駒藩に仕え治水工事に長けた西嶋八兵衛の書

良時代末期まで遡るものと考えられている。 を刻むものとされ，香東川の付け替え工事に関連するも

遺跡として挙げられるものでは，香南町西部で大坪窯 のと言われている。 （渡邊誠）

跡をはじめとする須恵器窯がある。音谷池に集中するが，

新池窯跡，池谷窯跡もあり，本津川流域の開析谷周辺で

更に古窯址群が分布する可能性も考えられ，近隣に位箇

する綾川町陶窯跡群との関係が注目される。

当該期の寺院・集落跡については未確認である。ただ

し，香南町由佐に所在する冠櫻神社は，貞観3年 (861),

智証大師円珍による創建が伝わるほか，香南町岡に位償

する奥谷の寺跡が，複弁八葉蓮華文軒丸瓦など平安時代

後期～鎌倉時代における瓦の散布地として知られてい

る。また，本遺跡名である条里跡が明瞭に残る地域とし

て，古代に起源をもつ地割が良く残っている。

巾世に入ると，香西氏と同族で，源平の合戦において

功があったとされる大野氏が知られている。その後，讃

岐守護，細川氏に由来をもつ寺社・城館が多くみられる

ことが注目される。細川氏は室町幕府の管領三家の一つ

で，南北朝の動乱期において足利尊氏を助け瀬戸内沿岸

の要所で活躍，四国を根拠地に近畿に勢力を伸ばしたと

され，京都の嫡流を上屋形，阿波・讃岐の守護を下屋形

と呼んだ。このうち讃岐守の細川頼之に従った由佐氏，

岡氏森氏，佃氏，二川（龍満）氏，漆原氏が，大野や

井原に城館を築いたとされ，現在に残る地名や墓，地割

などから各々の比定地が挙げられている。

細川頼之は宇多津を本拠として，貞観元年 (1362),

南朝方で白峰の高屋城に拠った細川清氏を討ち，また康

暦元年 (1379)には，阿讃両国を率いて，予州の河野

氏に勝利している。予州の合戦に際しては，氏神とした

冠綴神社や大野石清水八幡神社に祈願したと伝えられて

いる。この中で由佐城，龍満城については，一部発掘調

査が実施されている。由佐城は「お城」の地名や土塁跡
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第3章調査の成果

第 1節調査成果の親告にあたって

調査対象範囲は建物の基礎によって埋蔵文化財に影響

が及ぶ範囲のみとなったため，調査区のほとんどが第4

図のよ/うにトレンチ状を呈する。そのため，調査時には

便宜的に個々のトレンチに名称を付与して実施したが，

本報告では煩雑になるため調査区名については記述を行

中するという偏在性が認められた。

第 2節韮本層序

発掘調査は開発工事のエ程等の関係から，表土を全て

漉き取りした後に該当範囲においてのみ調査を実施する

こととなった。そのため，調査区の基本層位を示す土層

の横断図を作成することができなかった。

ただし，確認調査時に横断的な土層の把握を行ってお

わない。 り，対象地は基本的には，第3図のように最上層から耕

また，調査時は S●という形で遺構番号を付与し， 作士，床土，黄褐色粘質土（地山）であることが判明し

整理時に遺構の性格を付与する形をとった。 ていた。また，表土漉き取り時に立会を実施し，確認調

確認した遺構は，弥生時代後期，古代，中世，近世で， 査の所見との相違はなかったことを確認している。ただ

特に，中世の遺構が顕著で，調査区の全域に展開してお し，漉き取り時の立会によって，調査区の南東から北西

り，試掘調査とも合致している。その一方で，北東方向 にむけて土地が傾斜しており，北西部では地山直上に明

に弥生時代の遺構が集中し，北西方向に近世の遺構が集 黄褐色シルト層が薄く堆積している状況を確認すること

ができた。

古代の遺構はほとんどないが，本遺跡名でもある条里 また，今回の調査地はすべての時代の遺構が同一面で

を区画する大溝を後述するように想定した位置で確認す で把握されたこと，後世の堆積作用がほとんど認められ

ることができた。中世段階の遺構の多くは建物の柱穴で， ないことから，一定程度の削平を考えざるを得ないこと

後述するように柱列を多数確認したものの，建物基礎以 も明らかとなった。特に古い段階の遺構については上層

外の部分が調査地域外であったため，面的に遺構を把握 部が削平されている可能性を想定しておきたい。

できず，建物であるか柵列かの厳密な判断ができていな

い。

また，遺構の埋土は，時代ごとで大よそ次のような共

通性が認められた。近世以降は白色系粘質土，中世は褐

灰色粘質土，弥生時代の遺構埋土は地山起源の黄褐色粘

質土に炭化材等をやや含むものであった。特に，弥生時

代の遺構は埋土が地山に酷似しており，検出と完掘の判

断がやや困難であったものも存在した。

北西部 南西部 東部

3 ----------

耕作土

床土
2. 5Y7 /6明黄褐色シルト質粘土

4. 2. 5Y8/4浅黄色シルト質粘土

5. 2. 5Y8/ 4浅黄色シルト（礫混じり）

第3図基本層序模式図
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条里跡

第3節遺構と遺物 SK54 (第5。7図）

既述のとおり，本調査によって確認された遺構および 調査区東部に位置し，直径64cmの円形を呈する土坑

遺物は，弥生時代後期，古代，中世，近世に分類できる である。深度は 16cmで，埋土は 3層に区分でき，上

ことから，これらの順で記述を行うこととする。なお， 層から褐灰色シルト質粘土，黄色粘質士，明黄褐色砂質

遺物の詳細については第3表の出土遺物一覧表を参照し 粘土が水平堆積していた。出土選物 (16)は弥生土器の

ていただきたい。 甕形土器で，時期は弥生時代後期後半である。

SKSO (第5・7図）

1 弥生時代の遺構と遺物 調査区北東部に位薗し，やや不整な楕円形を呈し，

既述のとおり，弥生時代の遺構は調査地の北東方向に SK47を切っている。最大長 190cm,幅 100cmである。

集中し，士坑がそのほとんどであった。詳細は下記のと 深度は 30cmで，埋土は灰白色シルト質粘土である。出

おりである。 士遺物 (7,8)は弥生土器の甕形土器で，時期は限定で

きないが後期後半と考えられる。

SK47 (第5・7図）

調査区北東部に位圏し，不整形な土坑である。幅は SK67 (第6・7図）

50~120cm で，深度は 18cm と浅い。西側を SK50 調査区東部中央に位置し，最大長252cm,幅 140cm

に切られる。埋土はブロック状を呈するような状況で， の歪な隅丸方形を呈する。深度は 28cmで，埋土は 3

埋め戻された可能性が想定される。出土遺物 (1~5) 層に区分でき，水平堆積である。出士遺物 (11,17)は弥

は弥生土器の甕形土器の破片で，後期後半と考えられる。 生士器の甕形土器で，後期後半と考えられる。 11は高

松平野に特徴的な形態のものである。

SK65 (第5・7図）

調査区東部中央に位置し，かなり歪な形態をする土 SK72 (第6・7図）

坑で，現存最大長 380cm, 幅 100~180cm である。 調査地の南東部に位置し，隅丸方形を呈する土坑であ

SK55, SK67に切られる。深度は 26cm,埋土は大きく るが，西側は削平を受け，詳細な形態は不明である。現

4つに区分できるが，堆積状況は複雑である。出土遺物 存する長さは 46cm,幅38cmである。埋士は灰白色粘

(13~15) は弥生土器の甕形土器で，後期後半と考えら 質土で，深度は 18cmである。出土遺物 (6)は弥生士

れる。 器の甕形土器の頸部で，時期は限定できないが，後期後

半と考えられる。

SK55 (第5・7図）

調査区東部中央に位置し，長軸 115cm,幅90cmの SK82 (第6・7図）

やや不整な楕円形を呈し， SK65を切る。深度は 15cm 調査区北東部に位置し，やや不整な楕円形を呈し，楕

で埋士は褐灰色粘質土である。完形と考えられる土器が 円形を呈する土坑に切られている。最大長 130cm,幅

潰れたような状況で出土したが，士器自体の選存状況が 38cmである。深度は 8cmで，埋士は灰白色シルト質

悪<,完形に復元することはできなかった。出土遺物(10) 粘土である。出士遺物 (12)は弥生土器の甕形士器で，

は弥生士器の甕形土器で，高松平野に特徴的な形態であ 時期は弥生時代後期後半と考えられる。

る。時期は後期後半である。

SK52 (第5・7図）

調査区東部に位圏し，最大幅260cmの大型の土坑で

SK90 (第6・7図）

調査区北東部に位饂し，非常に歪な形態を呈し，西側

は多くの遺構に切られており，本来の遺構の形態が不明

ある。深度は 22cmで，埋土は 4つに区分できる。出 である。最大長266cm, 幅 120~230cm である。深

士遺物 (9,19)は弥生士器の甕形士器とサヌカイト製の 度は 20cmで，埋土はにぶい黄橙色粘質シルトに明黄

石鏃である。甕は，高松平野に特徴的な形態のものであ 褐色粘質土を含む。出土遺物 (18)は弥生土器の底部で，

る。時期は後期後半である。 時期は限定できないが，後期後半と考えられる。
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2 古代の遺構と遺物
下に石積みが確認でき，近世には西側に付け替えられ，

古代に属する遺構および遺物は条里跡を示す溝のみ 再整備されたと考えられる。その後，改修がさらに行わ

で，それ以外には認められなかった。表土掘削時にも古 れ，現在に至ると考えられる。

代の遺物はほとんど採取されておらず，条里地割の施工 出土遺物 (20~21) は須恵器皿で，時期は限定でき

後の土地利用については明確ではない。生活痕跡が認め ないが，平安時代前半期と考えられる。

られないことを考えると，生産地としての利用が想定さ

れる。

3 中世の遺構と遺物

5D20 (第8・9図） 中世の遺構および遺物は既述のとおり，多量に認めら

調査区西部に位置し，確認された範囲で全長234m, れ，その多くは建物の存在を示す柱穴である。切り合い

幅 102~192cm で，深度は 42~50cm で，条里地割 の認められるものもあり，建て替え等が想定される。

と合致する溝で，北流する。開削時期は不明であるが，

最下層から須恵器皿（第9図）が出土しており，平安時 掘立柱建物および柵列（第 10・13図）

代頃までは維持管理がなされ，現状で確認できる掘り方

で機能していたものと考えられる。埋土中には遺物を多

く含まないため，埋積過程は不明瞭であるが，砂が集中

するところがあり，その後，少しずつ埋没しながら利用

が継続されたものと考えられる。

北側の一部は近世の遺構に壊されており，その頃には

多数の柱穴および柱列を調査段階に確認したが，調査

範囲が限定されていることから， トレンチ内の柱穴が柵

なのか建物なのかの判断はできていない。その中で，南

北方向に柱列が確認できたのは中央より東側に 2列，西

側に 2列 (SAlS,22)であり，調査区の南側では東西方

向に並ぶ2列の柱列が確認できる。いずれも柱筋の通り

埋まってしまっていたと考えられるが，西側には隣接し が悪く，対応関係が明確でないため，今回の調査では厳

て現在の水路があるとともに，調査地の最西側では擁壁 密な判断ができていない。ただし，埋土等の状況からも

10 
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第7図 弥生時代の遺構出土遺物 (S=l/2: 19、1/4: その他）

第 3章調査の成果

同一時期のものと考えられ，切り合いなどもあることか

ら柵列および建物が一定期間あった可能性が高い。これ

らの柱列の評価については今後の調査を待ちたい。なお，

建物を構成すると考えられる柱穴から出土した遺物は次

項の柱穴の方でまとめて記述している。

褐灰色シルト質士である。出士遺物 (26,47, 50~53) 

は土師質土器小皿，青磁碗，壁士状の土製品で，時期は

限定できなが， 12世紀後半と考えられる。

出土遺物 (22~24) は須恵質土器椀，土師質土器椀

もしくは杯で， 13世紀後半前後と考えられる。

SP 7 (第 11・13図）

調査地の北西部に位置し，長軸 46cm, 短軸 36cmの

楕円形を呈するピットである。深さは 73cmで，埋土は

SP35 (第 11・13図）

調査地の中央部北側に位置し，直径24cmの円形を呈

するピットである。深さは 42cmで，埋士は褐灰色粘

質土である。出土遺物 (27,48)は土師質土器小皿，同

安窯系青磁の碗もしくは皿で， 12世紀後半である。

11 
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北端
南端

ぃ
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0 (S~l/120) 2m 
|』''''" I 

SD15 

L=87. 80m 
a 

L=87. 80m 
a 
, c 

I. 7. 5YR6/l褐灰色シルト質士（褐鉄鉱含む）
2. 7. 5YR6/l褐灰色シルト質土（褐鉄鉱含む）
3. !OYR7 /2にぶい黄橙色シルト質砂

4. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘士（褐鉄鉱含む）
5. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘土

6. !OYR7 /3にぶい黄橙色シルト質砂

7. !OYR6/2灰黄褐色シルト質砂

8. IOYR6/6明黄褐色砂

9. !OYR6/6明黄褐色粗砂

10a. !OYR7/2にぶい黄橙色シルト

106. IOYR7 /2にぶい黄橙色シルト

II. IOYR5/l褐灰色シルト質砂+!OYR6/6明黄褐色砂
12. !OYR5/l褐灰色シルト質粘土

13. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘士

14. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘土 +]8層プロック含む
15. IOYR5/l褐灰色シルト質土

16. !OYR5/l褐灰色シルト

17a. IOYR6/6明黄褐色砂

176. IOYR5/l褐灰色砂

18. IOYR7 /6明黄褐色シルト質粘土

3 c' 

— a 

l. !OYR6/6明黄褐色シルト

2. 10YR6/2灰黄褐色砂

3. 10YR6/6明黄褐色粗砂

4. lOYR6/3にぶい黄橙色シルト

5. 10YR6/3にぶい黄橙色シルト

+!OYR5/l褐灰色シルト

6. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘土

7. 7. 5YR5/J褐灰色シルト質粘土

(10YR7 /2にぶい黄橙色シルト）
8. !OYR6/l褐灰色シルト質粘士

9. JOYR6/3にぶい黄橙色シルト

JO. 7. 5YR5/J褐灰色シルト質粘土

11. !OYR6/6明黄褐色粗砂

12. !OYR6/6明黄褐色砂

13. JOYR6/6明黄褐色砂

+JOYR7 /2にぶい黄橙色シルト
14. JOYR5/l褐灰色シルト

15. 7. 5YR5/1褐灰色シルト

16. JOYR6/3にぶい黄橙色シルト

17. 10YR6/6明黄褐色砂

18. 7. 5YR5/J褐灰色シルト質砂

19. !OYR5/3にぶい黄褐色砂

20. 10YR7 /6明黄褐色シルト質粘士

北から 2つ目

L087. 60m 

b b' 

゜

1. 7. 5YR6/l褐灰色シルト質土（褐鉄鋼含む）
2a. 10YR7 /2にぶい黄橙色シルト

2b. !OYR6/6明黄褐色砂

3. 7. 5YR5/l褐灰色シルト質粘土

(!OYR7/6明黄褐色シルト質粘土）地山プロック含む
4. !OYR6/6明黄褐色砂+10YR7 /1褐灰色シルト質土
6. 10YR6/l褐灰色粘質土

7. 10YR7/2にぶい黄橙色シルト

8. 10YR6/1褐灰色シルト質土

9. 10YR6/6明黄褐色粗砂

10. !OYR7 /6明策褐色シルト質粘土

lla. 10YR6/6明黄褐色砂

lib. 10YR6/6明黄褐色粗砂

12. 7. 5YR5/1褐灰色シルト質粘土

13. 10YR7/2にぶい黄橙色シルト

14a. 10YR6/2灰黄褐色シルト

+ 10YR7 /6明黄褐色シルト質粘土

14b.10YR7/2にぶい黄橙色シルト

15. 7. 5YR5/1褐灰色シルト質粘土

(10YR7 /6明黄褐色シルト質粘土）地山プロック含む
16. !OYR6/2灰黄褐色シルト

17. 10YR7 /6明黄褐色シルト質粘土

(Sel/40) 2m 

第8図 SD20平・ 断面図（平面図 S=l/120, 断面図： S=l/40) 

ニ~~--=--- ,~--
20 

10cm 

第9図 SD20出士遺物 (S=l/3)
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1. 10YR5/l褐灰色粘質土
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1. 10YR5/l褐灰色粘質士

L=87. 90m 
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1. 10YR6/l褐灰色シルt質粘質土
（地山プロック含む）

2. 10YR7 /6明黄褐色シルト質粘質土
1. !OYR4/1褐灰色シルト質土
（炭・粘土塊を多星に含む）

SP58 G.l< SP66 G.ll SP77 G ll SP78 G.ll SP80 G.ll 
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L~87 80m 
W E L=87. 70m L=87 70m 
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1. 7. 5YR7 /1明褐灰色砂質土

I. IOYR5/! 褐灰色シルト質 I. !OYR5/! 褐灰色粘質士
I. IOYR5/l褐灰色粘質土 粘質土

I. !OYR5/l褐灰色粘質士

SP81 G N SP83 Gヽ SP85 G.¥'¥ SP86 G l¥ 

バ"¥
N 

＼ 
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゜ w0 y0E  

゜s゚ LS c87. 90m N L~87 70m L~S7 70m 1=87 70m 
IV E W E II E 

> w 汀 7J 1 10YR5/l褐灰色粘質土

1 !OYR5/l褐灰色粘質土
I !OYR5/! 褐灰色粘質土

1. !OYR5/1褐灰色粘質士

第 11図 SP 7·35·46·48·53·58·66·77·78·80·81·83·85·86 平• 断面図 (S=1 /40) 

SP53 (第 11・13図）

調査地の東部に位置し，長軸 34cm, 短軸 28cmの楕

円形を呈するピットである。深さは 22cmで，埋士は

褐灰色シルト質粘質士である。出土遺物 (28)は土師質

土器小皿で，時期は 13世紀後半である。

SP46 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，直径 10cmの円形を呈す

るピットである。深さは 24cmで，埋土は褐灰色粘質

14 

土である。出土遺物 (34)は土師質土器椀で，中世前半

と考えられる。

SP48 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，長軸 23cm,短軸 18cmの

楕円形を呈するピットである。深さは 16cmで，埋土

は褐灰色粘質土である。出土遺物 (45)は須恵質土器杯

もしくは椀で，時期は限定できないが，中世前半と考え

られる。



第 3章調査の成果
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2a. 10YR7 /1灰白色粘質シルト
2b. 10YR6/2灰黄褐色粘質シルト
3 . 10YR7 /2にぶい黄橙色粘質シルト
4 . 10YR7 /6明黄褐色粘質シルト
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1. 10YR7 /1灰白色粘質シルト
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(S=l/80) 2m 

(S=!/40) . 2m 

1. 10YR4/1褐灰色シルト質土
（炭・粘土塊を多量に含む）

第 12図 SK49・64・76, SD15·24 平• 断面図 (S=1 / 40, 1/80) 
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第 13図 SK・SD・SP出土遺物 (S=l/3)

10cm 

SA 18 : 22.23 SP66 : 35 
SA22 : 24 SP85 : 36.37 
SK49 : 25 SK64 : 38 
SP 7 : 26.47.50-53 SK76 : 39 
SP35: 27.48 SP81 : 41 
SP53: 28 S015: 43 
SP86 : 29.40.44.55 SP48 : 45 
SP77 : 30.42 SP78 : 46 
SPSO : 31.33 S024 : 49 
SP83 : 32 SP58 : 54 
SP46: 34 

SP58 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，匝径 15cmの円形を呈す

るピットである。深さは 40cmで，埋土は褐灰色粘質

士である。出土遺物 (54)は土壁状の土製品で，時期は

限定できない。

SP77 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，直径 18cmの円形を呈す

るピットである。深さは 16cmで，埋土は褐灰色シル

卜質粘質土である。出士遺物 (30,42)は士師質土器小

皿と鍋で， 13世紀代と考えられる。

SP66 (第 11・13図） SP80 (第 11・13図）

調査地の北東部中央に位置し，直径 16cmの円形を 調査地の北東部に位置し，直径 18cmの円形を呈す

呈するピットである。深さは 32cmで，埋士は褐灰色 るピットである。深さは 6cmで，埋土は明褐灰色砂質

粘質土である。出土遺物 (35)は土師質士器椀で，時期 土である。出土遺物 (31,33)は土師質土器小皿で，時

は限定できない。 期は限定できない。

16 
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第 3章調査の成果
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第 16図 SX60出土遺物② (S= 1 /3:79 -87, 1/4:88 -91) 

SP86 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，長軸36cm,短軸20cmの

楕円形を呈するピットである。深さは 40cmで，埋土

は褐灰色粘質土である。出土遺物 (29,40, 44, 55)は須

SP78 (第 11・13図）

調査地の北東部に位懺し，最大幅36cmでやや歪な

円形を呈するピットである。深さは 20cmで，埋土は

褐灰色粘質土である。出土遺物 (46)は須恵質士器椀で，

恵質土器椀土師質土器小皿，石製品で，時期は限定で 時期は限定できないが，中世前半と考えられる。

きないが，中世前半と考えられる。

19 



条里跡

SP81 (第 11。13図）

調査地の北東部に位圏し，最大幅 16cmでやや歪な

円形を呈するピットである。深さは 48cmで，埋土は

褐灰色粘質士である。出士遺物 (41)は土師質土器椀も

しくは杯で，時期は限定できない。

SP83 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，長軸20cm,短軸 18cmの

楕円形を呈するピットである。深さは 23cmで，埋土

は褐灰色粘質土である。出士遺物 (32)は土師質土器小

皿で，時期は限定できない。

SP85 (第 11・13図）

調査地の北東部に位置し，長軸20cm,短軸 16cmの

楕円形を呈するピットである。深さは 26cmで，埋土

は褐灰色粘質士である。出土遺物 (36・37)は土師質土

器杯で，時期は限定できない。

SK49 (第 12・13図）

調査地の北東部に位置し，調査区外へと延びるため，

詳細は不明であるが大型の士坑で，幅 150~242cm,

須恵質土器口縁部で，時期は限定できない。

SD24 (第 12。13図）

調査地北西部に位置し，東西方刷に延びる溝で，現状

で長さ 2.6m, 幅 26~42cm である。深度は 10cm と

浅い。埋土は褐灰色シルト質土である。出土遺物 (49)

は龍泉窯系青磁皿で， 13世紀後半と考えられる。

SX60 (第 14~16 図）

調査地の北東部に位置し，隅丸方形を呈する最大幅

380 cm, 深さ 30cmの大型の掘り方をもち，中には平

たい円礫を敷き並べたような状況を呈する。深さによっ

て 2~3 段となるが，下層に比較的小さめの石を敷き並

ベ，上面は大型の円礫で平坦面を形成するように敷き亜

べている。当初は石組みの井戸を想定していたが，既述

のとおり掘り方が浅く，円礫が敷き並べて，水を溜める

というよりは水はけを良くする構造であることが明らか

となった。また，周辺には方形を呈するように柱穴が並

ぶことからも屋根を持った施設であることは間違いな

い。また，円礫の中からは多数の土器片も出土した。

以上のことから，上屋をもつ土器などを使用する場で

深度は 24cmである。 SKSOを切る。埋士は 3層に区分 あったと考えられる。遺構は調査区外へと延びるため，

でき，上層から褐灰色粘質土，灰白色粘質シルト，にぶ 全容を明らかにすることはできないが，調査区外には井

い黄褐色粘質シルトである。出土遺物 (25)は土師質土 戸のような取水施設があり，それに附属する施設で，生

器底部で， 13世紀後半と考えられる。 活用具や食物などを洗ったりする場であったと考えられ

る。

SK64 (第 12・13図） 出土遺物 (56~91) は須恵器，須恵質土器，士師質

調査地の東部中央に位置し，調査区外へと延びるため， 土器，石製品などが出土しており，日常雑器類が一通り

詳細は不明である。東に向かって一段下がる。埋士は大 出土している。時期は 14世紀前葉である。

きく 4つに分けられるが，地山起源のにぶい黄橙色粘質

土が堆積した後，灰白色粘質シルトが堆積している。出

土遺物 (38)は須恵質士器椀で，時期は限定できない。 4 近世の遺構と遺物

近世の遺構は北西部に集中的に分布しており，多くは

SK76 (第 12・13図） 近世末から近代にかけてのものが主体をしめる。既述の

調査区東部中央に位置し，西側を切られているが， とおり，埋土は灰白色を呈し，非常に粘質の強い土であっ

直径60cmの円形を星する士坑と考えられる。深度は た。

12cmで，埋士は灰白色粘質土である。出土遺物 (39)

は土師質士器椀で，時期は限定できない。 SK 1 (第 17・19・20・21図）

調査地の北西部に位置し，長軸 128cm,短軸 56cm

5D15 (第 12・13図） の隅丸方形を呈する土坑である。埋土は灰白色粘質土

調査地の北西部に位閥し，南北に走る幅 10~40cm で，深度は 20cmである。調査区外へと延びる。出土

の溝で，深度は 10cmである。 SD20と並走するが，最 遺物 (95, 103, 118, 125, 128, 129, 133, 137~ 

南端では確認されていないため，調査区外の区画から発 142, 144)は士師質土器，陶器，磁器，軒丸瓦，丸瓦，

して南へと延びるものと考えられる。出土遺物 (43)は 平瓦，隅瓦，桟瓦で，時期は 18世紀後半から 19世紀
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第 3章調査の成果
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第 3章調査の成果
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第 20図 近世遺構出土遺物② (S=l/3: 105~116,118, 1/4: 117,119~124) 

と考えられる。 ない。

SK30 (第 17・19・20図）

調査地の中央部北側に位置し，溝状に東西方向に延び

SK32 (第 17・19・20・21図）

調査地の中央部北側に位置し，長軸 50cm, 短軸

る隅丸方形の土坑で，長軸 400cm, 短軸 124cmであ 40cmの楕円形を呈する土坑である。深度は 20cmで，

る。 SK32に切られている。埋士は褐灰色シルト質粘質 埋土は褐灰色粘質土で，礫や瓦を多量に含む。出土遺物

土で，深度は 14cm である。出士遺物 (92~93, 105 (104)は軟質施釉陶器鍋で，時期は 19世紀と考えられ

~115) は須恵質士器，士師質土器で，時期は限定でき る。
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SK31 (第 17。19。21図）

調査地の中央部北側に位置し，やや蛇行する土坑で，

確認できる最大長 256cm, 幅 120cmである。深度は

20cmで，埋土はにぶい黄褐色粘質土で，砂岩の円礫や

花岡岩の小礫，瓦などを多量に含む。 SK32に切られて

いる。出土遺物 (94,126, 127, 131, 135, 136)は磁器，

軒丸瓦，丸瓦，平瓦で， 19世紀代と考えられる。

第 3章調査の成果

考えられる。このほかの遺構において，多量に湧水する

ような例はなく，地下水が集まりやすい箇所に設けられ

たと考えるのが妥当と思われるが，詳細は不明である。

深度は 60cmで，埋土は 4層に分層でき，水平堆積

している。上層から賠灰黄色シルト質土，地山ブロック

を多量に含む明黄褐色粘土，花岡岩を多量に含む明黄褐

色粘土，黄褐色シルト質粘質土である。第4層が，水路

を埋め戻した際の士である。

SDlO (第 17・19・20・21図） 出土遺物 (96,100~102, 121~123, 130)は土師

調査地北西部に位置し，東西方同に走る溝で，幅44 質土器，京・｛言楽系陶器等，肥前系磁器，丸瓦で，設置

~64cm, 調査地では 16mに及ぶ。掘り方は逆台形を 時期は限定できないが、埋設は 19世紀代と考えられる。

呈し，深度は 70cmと，非常に深い。埋土は地山起源の

にぶい黄橙色粘質土に明黄褐色シルト質粘土が混ざる単 その他の出土遺物（第22図）

層で，一度に埋め戻されているものと考えられる。出土

遺物 (98,99,117,120,124,132,134,143)は土師質土器，

陶器，平瓦練込瓦で，時期は 19世紀代と考えられる。

SP14 (第 18・20図）

調査地の北西部に位置し，最大幅34cmでやや歪な

円形を呈するピットで，深さは 40cmである。埋土は

にぶい黄褐色士。出士遺物 (119)は土師質土器井側で，

時期は 19世紀代と考えられる。

SP23 (第 18・19図）

調査地の北西部に位置し，直径40cmで円形を呈す

るピットで，深さは 54cmである。埋土は褐灰色シル

トで，柱痕跡が残る。出土遺物 (97)は磁器碗で，時期

は18世紀後半以降と考えられる。

SP44 (第 18・20図）

調査地の南側中央部に位置し，直径 18cmで円形を

呈するピットで，深さは 20cmである。埋上は褐灰色

粘質土で，根石が認められる。出士遺物 (116)は士師質

土器鉢で，時期は限定できない。

SXl 1 (第 18・19・20・21図）

調査地の北西部に位置し，幅 190cmの方形の掘り方

をもつ土坑状の施設である。掘り方が調査区外へとのび，

検出時（第 18図の上層検出状況）には瓦や花岡岩片な

どが多量に出土したため，ごみ穴のような廃棄遺構と考

えられたが，その後，それらを撤去し，掘削を行った結果，

大型の砂岩で南北にそれぞれ東西方向に石積みを設けた

施設が確認された。また，湧水が著しく，調査区東側で

はこの遺構の続きは確認されなかったため，取水施設と

上記の遺構以外に，表土掘削時および遺構面検出時に

第22図のような中世を中心とする遺物が敷地の北東部

で顕著に出土した。これらの範囲の多くは今回の調査対

象範囲からは外れているため，詳細は不明であるが遺構

の存在は確認している。
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第 4章まとめ

第4章まと

当遺跡の調査について，簡潔にまとめ，今後の条里跡 ［近世】

の調査に役立てたい。 近世末（幕末）から近代初頭にかけての遺構および遺

物が確認できたが，その展開範囲も限られることから，

【弥生時代】 現状では当時の状況を明確にすることはできないが，瓦

今回の調査では弥生時代後期の集落跡に関連する遺構 葺の建物があったことは間違いない。また，刻印瓦の存

および遺物が確認された。周辺にも，冠櫻神社遺跡や小 在から，瓦は檀紙村から供給されていることを知ること

田池西遺跡などが所在すること，比較的安定した地形で ができる。当時の瓦の生産・供給体制などを明らかにで

あることからも集落が点在していたことが想定される。 きる一資料である。

【古代】 以上のように弥生時代以降，断続的に土地利用がなさ

本調査地は，条里地割の呼称に従えば4条3里に位置 れているが，香東川の氾濫原を除けば，本遺跡が展開す

する。条里を区画する溝以外に明瞭な遺構は確認してお る範囲は河岸段丘上に位置し，非常に安定した土地で

らず，条里施工後の周辺の状況は判然としない。この条 あったと考えられる。ただし，記述のとおり，条里跡の

里に関しては高松平野の条里跡の概要が既に金田章裕氏 地割が残る中にも古川等の河川の影響などによって地割

(1999), 丹羽佑ー・山本英之両氏 (1999)等によって が乱れている範囲があり，遺跡が所在している可能性は

まとめられている。本遺跡周辺は香川郡の南部に位置し， 低いものと考えられる。土地は南西方向から北東方向に

香東川の氾濫原となる範囲は施工が認められない。西側 傾斜するように見えるが，県道44号線（円座香南線）

は小田池，南西から北西へと緩やかに傾斜していく丘陵 付近が最も高く，多くの土地は北西方向に向かって傾斜

部にも施工は認められない。条里の施工方位は東にほぼ しており，先の県道と最高部がずれるものは北東方向へ

10° 振れており，高松平野で一般的な施工方位と同じで も傾斜する。その意味では，西側の丘陵裾部とこの県道

あるものの，香東川東岸の条里の方向とやや合わない部 の間は大局的に見ればくぼ地を呈していると言えるかも

分もある。条里地割の内部でも古川などの河川や旧地形 しれない。

（谷筋）の痕跡が認められる部分では地割が乱れる。 いずれにしても，これまでの調査数も少なく，周辺地

ただし，条里を区画する溝は既述のとおり平安時代(9 域を把握できるデータはない。現状で把握できる遺跡に

世紀代）には溝が存在し，維持管理がなされていたこと 限っても，中世以降とされるものが多く，中世以降に土

が明らかであるが，条里施工時期は今回の調査では不明 地利用が面的になされた可能性を想定しておきたい。

確で，今後の課題である。 今回の調査ではそれ以前の遺構も確認できており，今

後の地道な調査の蓄積が頂要であることは言うまでもな

【中世】 い。その一方で，土地が安定していることに加え，大規

今回の調査では中世前半の遺構および遺物を確認し， 模な堆積作用が確認できないことから，早くから土地造

条里跡および周辺でも塚が多数所在しており，中世にお 成などが行われ，場所によって大きく削平を受けている

いてはかなり面的な士地利用がなされていたと考えられ 可能性も想定できる。

る。その中で，今回の調査では，建物遺構の存在や遺物

の中には青磁や白磁などの輸入陶磁器などの稀少品が認 【主要参考文献】

められたことから，中世前半にこの地に有力人物がいた 金田章裕 1999「高松平野における条里地割の形成」『讃岐国弘福

ことが想定される。 寺領の調査Il』高松市教育委員会

本調査地周辺では中世後半の由佐氏の動向が注目され 丹羽佑ー• 山本英之 1999「高松平野の発掘調査で検出された溝

る。由佐城跡は近世初頭の遺構が発掘調査によって明ら 状遺構と推定条里地割との関係」 『讃岐国弘福寺領の調査Il』

かになっているが，南門という小字が残っていることも 高松市教育委員会

含めて，中世前半からの流れが今後注目される。 香南町教育委員会 1997『由佐城跡』

檀紙村誌研究会 1986『檀紙村誌』
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条里跡

第23図 条里跡周辺地形等

佐藤竜馬 2003「出土瓦の検討」『高松城跡（西の丸町地区） II』 N 
遺跡名 時代性格lN 

1 条里跡 古代 15 中下の塚 中世墓 29龍満山古墳群 1号墳古墳 古墳

遺跡名 時代性格jNo 遺跡名 時代性格

2 冠嬰神社遺跡 弥生集落 16 古田 1号塚 中世塞 30龍満山古墳群2号墳古墳 古墳
香川県教育委員会 3 冠嬰神社南の塚 中世墓 17古田2号塚 中世募 31 龍満山古墳群3号墳古墳 古墳

4 由佐城跡 中世城館 18池内城跡 中世城館 32龍満山古墳群4号墳古墳 古墳
5 横井城跡 中世城館 19茶園窯跡 古代窯跡 33龍満山古墳群5号墳古墳 古墳
6 横井の塚 中世禁 20大坪窯跡 古代窯跡 34配石
7 宝三地の塚 中世募 21 大坪古墳 古墳古墳 35 配石
8 尾崎塚 中世墓 22 岡館跡 中世城館 36横岡山古瑣 古墳古墳
9 城1号塚 中世墓 23 臼井の塚 中世墓 37 安倍清明の墓 中世墓
10 城2号塚 中世墓 24 山下瑣墓 弥生墓 38五輪塔 中世墓
11 佐賀神社古墳 古墳古墳 25 龍満城跡 中世城館 39 乾城跡 中世城館
12 吉光城跡 中世城館 26五輪塔 中世墓 40 五輪塔 中世墓
13 小田池西遺跡 弥生集落 27 配右 - 41 五輪塔 中世墓
14 若宮神社古墳 古瑣古墳 28剣山古墳 古墳古瑣 42 荒神 中世墓
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や
や
枡

内
外
7
.
5
Y
R
6
/
6
橙
色

内
外
マ
メ
ッ

良

5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

密
内
!
O
Y
R
8
/
4
浅
黄
橙
色

内
ナ
デ

良

4
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
4
7
 N
o.
5 

R
-
2
 
弥
生
土
器

尭
(1
83
) 
12
.4
+ 

6
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
7
.
5
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
橙
色
外
ナ
デ
，
叩
き

弥
生
土
器

党
1
9
7
+
 

密
内
1
0
Y
R
7
/
l
灰
白
色

内
マ
メ
ッ
，
剥
離
，
指
頭
圧
，
箆
削
り
良

5
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
4
7
N
o
4
 

R-
1 

(1
6.
4)
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
艮
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
5
Y
R
8
/
4
淡
橙
色

タ
t
マ
メ
ッ
，
判
離

密
内
J
O
Y
R
S
/
4
浅
黄
栢
色

内
マ
メ
ッ

良
外
面
体
部
に
2
次
焼
成
痕

6
 
第
9
ト
レ
ン
チ
S
K
7
2
 

R-
l 
弥
生
土
器
（
甕
）
頸
部

1
9
+
 

I
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
を
含
む

外
5
Y
R
6
/
6
橙
色

外
ナ
デ
，
マ
メ
ツ

7
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
S
O
 

R
←
2
 
弥
生
上
器

(§.
Iむ
）星
月府
〖

4.
5+
 

枡
内
外
；
7/
5Y
R6
/4
1
こ
ぶ
い
橙
色
内
外
：
最
Ii
離

良

粗
内
2
5
Y
8
/
4
淡
黄
色

内
指
頭
圧

良

8
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
5
0
 

R-
1 
弥
生
土
器

底
部

3
9
+
 
(5
.4
) 
4
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
5Y
S/
1
灰
色

外
マ
メ
ッ

粗
内
2
5
Y
7
/
1
灰
白
色

内
マ
メ
ッ

良

9
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
5
2
 

R-
1 
弥
生
土
器

甕
(1
9.
0)
 
13
 3
+
 

5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
角
閃
石
含
む

外
!
O
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
黄
褐
色
外
ナ
デ

甕
密

内
外
7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

内
マ
メ
ッ
，
剥剥
離離
，
，
 

良

1
0
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
5
5
 

R-
l 
弥
生
土
器

(1
7.
0)
 
8
 O
+
 
(4
.0
) 
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
マ
メ
ツ
，

箆
削
り

甕
密

内
7
.
5
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
褐
色
内
指
頭
圧

良

1
1
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
7
 

R-
1 
弥
生
土
器

(1
4.
6)
 
6.
25
+ 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
7
5
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
橙
色
外
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

祖
内
外
7
5
Y
R
6
/
6
橙
色

内
箆
削
り

良

1
2
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
8
2
 

R-
1 
弥
生
土
器

甕
6.
0+
 

5
皿
n
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
マ
メ
ッ

売
密

内
外
5
Y
R
6
/
8
橙
色

内
マ
メ
ッ
，
剥
離
，
指
眼
圧

良

1
3
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
5
 

R-
1 
弥
生
土
器

(1
5.
4)
 
6.
75
+ 

2
m
m
以
下
の
h
英
，
長
石
含
む

外
マ
メ
ツ
，
剥
離

密
内
.2
.5
Y7
/1
灰
白
色

内
剥
離
，
ナ
デ
，
指
頭
圧

良

1
4
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
5
 

R
-
2
 
弥
生
土
器

甕
(1
5.
4)
 
5
6
5
+
 

4
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
7
 5
Y
R
7
/
6
橙
色

タ
ト
剥
離

4
6
+
 

密
内
!
O
Y
R
S
/
2
灰
白
色

内
マ
メ
ソ
，
指
頭
圧

良

1
5
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
5
 

R-
3 
弥
生
土
器

先
(
1
7
 9)
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
I
D
Y
R
8
/
1
灰
白
色

外
：
ナ
デ

祖
内
1
0
Y
R
7
/
4
に
に
ぶ
ぶ
い
い
黄i登
橙色
色
外内：：
マ
メ
ッ

良

1
6
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
5
4
 

R-
1 
弥
生
土
器

売
(
1
4
 0)
 
2
1
3
+
 

5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
7.
5Y
R7
/3
 

ナ
デ
，
マ
メ
ッ
，
縦
ハ
ケ

弥
生
土
器

底
部

密
内
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
外
マ
メ
ッ

良

1
7
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
7
土
器
状
況

R
-
2
 

7
 l+
 
(4
2)
 
3
m
m
以
下
の
石
英
。
長
石
含
む

外：
5
Y
R
8
/
4
淡
橙
色

粗
内
7
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

内
外
：
マ
メ
ッ

不
良
平
底

1
8
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
9
0
 

R-
1 
弥
生
士
器

底
部

2
 2
+
 
(
5
 6)
 
5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
，
角
閃
石
含

外
!
O
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色

'
 

1
9
 
第
8
ト
レ
ン
チ
Sl
'5
2 

R
-
2
 

石
器

石
鏃

長
(2
0)
幅
(1
1)
厚
0
3
サ
ヌ
カ
イ
ト

重
さ
g
 

密9ふ
.

-ヽ
ミ
含
ま
な
い

内
外
N
6
/
灰
色

内
国
転
ナ
テ

良
口
縁
端
部
に
重
ね
焼
き
の
痕
跡

2
0
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
D
2
0
②
（
北
P
O
)

R-
1 

須
恵
器

皿
2.
0 

外
回
転
ナ
デ
，
ナ
デ

2
1
 
第
1
ト
レ
ン
チ
s
0
2
0
-
R
1
北
P
O
)

R
-
2
 
須
恵
器
皿
（
口
緑
部
）

2
1
+
 

靡
良

内
外
N
6
/
灰
色

内
外
国
転
ナ
デ

良
好

密砂
粒
殆
ど
含
ま
な
し

外内：
：
 
N1
08
YR
/灰
6/
白I
褐色
灰
色

内
別
毛
目

良
尚
台
貼
付

2
2
 
第
3
ト
レ
ン
チ
S
A
I
8
P
②
 

R-
l 
須
恵
質
土
器
（
椀
）
底
部
不
明

0
7
+
 

外
ナ
デ

上
師
質
土
器

杯
在
地
,
,

2
 8
+
 

密
内
1
0
Y
R
6
/
3
に
に
ぶ
ぶ
い
い
黄
橙
褐
色
色
内
外
匝
転
ナ
デ

良

2
3
 
第
3
ト
レ
ン
チ
S
A
J
8
P
③
 

R
-
2
 

(1
1.
4)
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
金
牢
母
含
む

外：
7
 5
Y
R
7
/
4
 

土
師
質
土
器

杯
在
地

2
6
+
 

密
内
7
5
Y改
R8
8/
/2
2灰
灰
白
白
色色

内
外
ナ
デ

良

2
4
 
第
3
ト
レ
ン
チ
S
A
2
2
P
①
 

R-
1 

(1
4.
0)
 

I皿
n
以
下
の
石
英
，
長
石
を
含
む

外：
I
O
Y
R
8
/
2
 

密
内
5Y
Y8
8/
/2
2
灰灰
白
色

内
ナ
デ

良
商
台
貼
付

2
5
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
K
4
9
 

R-
1 
上
師
質
土
器

底
部

在
地
？

1
 
O
+
 
(5
 2
)
 
1
m
m
以
下
の
長
石
含
む

外
5
白
色

外
ナ
デ

佐
藤
B

密
内
75
YY
RR
8S
//
66
浅
浅
黄貨
橙
色

内
ナ
テ

良
煤
1寸
済

2
6
 
第
2
ト
レ
ン
チ
S
P
7
 

R
-
5
 
上
師
質
土
器

皿
l
-
2
 
(9
4)
 
2
0
 
(
5
 9)
 
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
7
5

橙
色

外
ナ
デ
，
底
部
箆
切
り

密
内：
7.
.5
5Y
RY
R8
8/
/4
4
浅
浅
黄
黄
橙
橙
色色

内
ナ
デ

良

2
7
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
P
3
5
 

R-
1 
土
師
質
土
器

Jm
 
在
地
7
9
 
1
1
 
5
1
 
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
多
抵
に
含
む

外
7

外
ナ
デ
，
箆
切
り
，
板
状
痕

佐
藤
B

密
内
7
 5Y
RY
R7
6/
/6
6
橙
橙
色色

内
回
転
ナ
デ

4
6
 

外
回
転
ナ
デ
，
箆
切
り
の
後
ナ
デ
，
板
良

2
8
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
P
5
3
 

R-
1 
土
師
質
土
器

lill
 
ll
-4
か
7
1
 
1
1
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
7
5

状
痕

や
や
密

内
5
Y
R
7
/
6
橙
色

内
ナ
デ

良

2
9
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
6
 

R
-
4
 
土
師
質
土
器

皿
在
地
(9
8)
 
I
 
2
 
(
8
 0)
 
0
5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
5
Y
R
6
/
6
橙
色

外
ナ
デ

密微
砂
粒
含
む

内
1
0
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
回
転
転
ナ
デ

良

3
0
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
P
7
7
 

R
-
2
 
土
師
質
土
器

Jill
 
在
地
?

1
5
+
 

外
I
O
Y
R
8
/
2
灰
白
色

外
回
ナ
デ
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法
簸
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色
調
1

色
調
2

調
査
区

出
土
遺
構

逍
物
種
類

器
極
型
式

胎
土

調
整

焼
成

備
考

N
o
 

番
号

口
径
器
高
底
径

（
胎
土
）

（
釉
薬
，
内
外
色
調
）

や
や
密

内
7
.
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
ナ
デ

良
3
1
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
0
 

R-
1 
土
師
質
土
器

杯
在
地

I
 6
+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
7
.
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

外
ナ
デ

密
内
5
Y
R
8
/
3
淡3浅
橙
黄
色
橙

内
ナ
デ

良
3
2
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
3
 

R-
1 
土
師
質
土
器
（
皿
）
口
緑
部
在
地

]
 9
+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外；
I
O
Y
R
8
/
3
黄
色

外
ナ
デ

や
や
密

内
7
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
ナ
デ

良
3
3
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
S
O
 

R
-
2
 
士
師
質
＿
十
器
（
椀
）
底
部
在
地

1
5
+
 

2
m
m
以
下
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
7
.
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

外
：
ナ
デ
，
底
部
箆
切
り

密
内
2
5
Y
8
/
I
灰白
ヒ
色

内
ナ
デ

良
高
台
貼
付

3
4
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
4
6
 

R-
1 
土
師
質
土
器

椀
在
地

1
7
+
 
(5
 O
J
 
2
m
m
以
下
の
石
英
。
長
石
含
む

外：
2.
5Y
7/
l
灰
色

外
：
ナ
デ

密砂
粒
殆
ど
含
ま
な

内
1
0
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
回
転
ナ
デ

良
3
5
 
第
10
ト
レ
ン
チ
S
P
6
6
 

R
-
1
 
土
師
質
土
器

椀
在
地
？

2
 I
+
 

外
l
O
Y
R
S
/
2
灰
白
色

外
厠
転
ナ
デ

や
や
密

内：
5
Y
R
7
/
6
橙
色

内
ナ
デ

良
3
6
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
5
 

R-
1 
土
師
質
土
器

杯
在
地
(1
35
) 
2.
35
+ 

I
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
5
Y
R
7
/
6
椀
色

外
ナ
デ

在
地
'

や
や
密

内
1
0
Y
R
8
/
3
浅
黄
橙
色

外内
：：
ナナ
デデ
指
頭
ナ
テ

良
3
7
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
5
 

R
←
2
 
土
師
質
土
器

杯
(1
6.
4)
 
3
 2
+
 

3
m
m
以
下
の
石
英
，
褐
色
粒
含
む

外
c7
5
Y
R
8
/
4
浅
黄
橙
色

密
内
2
5
Y
8
/
l
灰
白
色

外内
固
転
ナ
デ

良
3
8
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
6
4
 

R-
1 
須
恵
質
土
器

椀
不
明
(1
4.
0)
 
I
 
3
+
 

砂
粒
殆
と
’
含
ま
な
い

外：
2
5
Y
8
/
l
灰
白
色

匝
転
ナ
デ
，
箆
ミ
ガ
キ

在
地
9

密微
砂
粒
，
赤
色
粒
含
む

外内：
：
 
I
O
Y
R
S
/
2
灰
白
色

内
外
国
転
ナ
デ

良
3
9
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
K
7
6
 

R-
1 
士
師
質
土
器

椀
1
 S
+
 

7
5
Y
R
8
/
2
灰
白
色

在
地

や
や
密

内
1
0
Y
R
7
/
2
に
ぷ
い
黄
橙
色
外内
：：
ナナ
デデ

良
4
0
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
6
 

R
-
3
 
土
師
質
土
器

椀
(
1
2
 8)
 
3
 O
+
 

1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
，
黒
色
粒
含
む

外
1
0
Y
R
7
/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

在
地

や
や
粗

内
7
.
5
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
褐
色
調
整
不
明

良
4
1
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
1
 

R-
1 
十
師
質
士
器
（
椀
）
口
縁
部

(1
4.
0)
 
I
 8
+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
7
.
5
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
褐
色

楠
井
A

密
内
1
0
Y
R
7
/
2
に
ぶ
いヽ
黄
褐
橙
色
色
内
ナ
デ

良
内
面
煤
付
沿

4
2
 
第
8
ト
レ
ン
チ
S
P
7
7
 

R-
1 
土
師
質
土
器

鍋
Il
? 

4
9
5
+
 

3
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
7
5
Y
R
5
/
3
に
ぶ
し

外
厠
転
ナ
デ
，
指
頭
圧

密微
砂
粒
を
少
羅
に
含
む

内：
N
6
/
灰
色

内
回
転
転
ナ
デ

良
4
3
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
D
1
5
 

R-
1 
須
恵
費
土
器
（
杯
）
口
縁
部
不
明

1.
2+
 

外；
N
6
/
灰
色

外
回
ナ
デ

密
内：
7.
5Y
8/
1
灰白
白
色

内
回
転
ナ
デ

良
涵
台
貼
1寸

4
4
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
8
6
 

R
←
2
 
須
恵
質
土
器
底
部

不
明

0
9
+
 
(4
.6
) 
長
石
，
里
色
粒
含
む

外
7.
5Y
8/
1
灰
色

外
ナ
デ
，
回
転
ナ
デ

密
内
7
.
5
Y
8
/
l
灰
白
色

内
ナ
デ
，
箆
ミ
ガ
キ

良
l二
I緑
端
部
に
限
ね
焼
き

4
5
 
第
7
ト
レ
ン
チ
S
P
4
8
 

R-
1 
須
恵
質
土
器

杯
不
明
(
1
2
 8)
 
3
 O
+
 

I
m
m
程
度
の
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質
士
器
（
鉢
）
口
緑
部
十
瓶
E
4
(
2
8
 6)
 
5
 I+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
N
S
/
灰
色

外
．
ナ
デ
，
口
縁
端
部
剥
離

2や
m
やm
密以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

内：
N
S
!
 灰
色

内
回
転
ナ
デ

不
良

8
6
 
第
10
ト
レ
ン
チ
S
X
6
0
 

R
-
1
2
 
須
恵
質
土
器

底
部

産
？

3
7
+
 
(1
18
) 

外
N
S
/
I天
白
色

外
回
転
ナ
デ

甕
か
鉢

密
内：
N3
/
暗
灰
色

外内
：：
ナナ
デデ，
指
頭
ナ
デ

良
十
瓶
産
？

8
7
 
第
IO
ト
レ
ン
チ
S
X
6
0
 

R
-
1
4
 
須
恵
質
土
器

底
部

不
明

5
1
+
 
([
38
) 
1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
少
悦
に
含
む

外
N
3
/
賠
灰
色

楠
井
B

密
内：
N7
/
灰
白
色

内
厠
転
ナ
デ
，
ハ
ケ

且
外
面
煤
付
倍

8
8
 
第
10
ト
レ
ン
チ
S
X
6
0
 N
o
 1
 

R
-
3
0
 
須
恵
質
土
器

鍋
IV 

2
0
2
+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
N
6
/
灰
色

外
回
転
ナ
デ
，
指
頭
圧
，
箆
ケ
ズ
リ

S
X
6
0
 N
o
 
2
 R
-
0
0
2
上

楠
井
B

密
内
N
S
/
灰
色

外
内
厠
転
ナ
デ
，
指指
頭頭
圧圧
，，
ハ
ケ

良
外
面
煤
付
普

8
9
 
第
10
ト
レ
ン
チ
部
撤
去
後

R
-
3
3
 
須
恵
質
土
器

鍋
w
 
(4
00
) 
13
.2
+ 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
砂
粒
を
多
く
含
む

外
N
4
/
灰
色

回
転
ナ
デ
，

箆
ケ
ズ
リ

9
0
 
第
JO
ト
レ
ン
チ

R-
1 

石
製
品

敲
打
石

長
14
.3
幅
1
3
6
 
厚
9
5

敲
打
痕
多
数
あ
り

被
熱
に
よ
り
里
変
部
分
あ
り

S
X
6
0
 

涵 替 醒 漿 焼
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2
 

追
物

法
呆
(c
m)

色
調
1

色
詞
2

N
o
 
調
査
区

出
土
遥
構

番
号
種
類

器
種
型
式

胎
土

調
整

焼
成

備
考

口
径
器
高
底
径

（
胎
土
）

（
釉
薬
，
内
外
色
調
）

9
1
 
第
10
ト
レ
ン
チ
S
X
6
0
 

R
-
2
 
石
製
品

即
き
石
？

長
13
0
 
幅
12
.0
厚
8.
2

被
熱
に
よ
り
黒
変
部
分
あ
り

9
2
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
2
 
須
恵
質
土
器
澤
）
体
部
十
瓶
山

4.
0+
 

密
内
5
Y
7
/
l
灰
白
色

内
ナ
デ

良
「
十
瓶
山
式
甕
」
の
広
O
胴

式
り
も

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
5Y
8/
l
灰
白
色

外
：
格
子
叩
き

長
平
底
の
甕
か

9
3
 
第
4
1
、
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
3 
須
志
質
十
器
（
甕
）
体
部
東
播
系

5
 2
+
 

密
内
外
：
N
7
/
灰
白
色

内
．
ナ
デ

良
砂
粒
等
は
含
ま
れ
な
い

外
叩
き

9
4
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
1
 

R
~l

 
磁
器

蓋
摘
み
部
2.
5 
(8
8)
微

N
S
/
灰
白
色

坦
,r口
明
石
巴
"
 
a
D
 淡
暗
青
内
外
：
施
釉
，
回
転
ナ
デ

良
好

5
1
 

ょ‘‘
L
‘ヽ

9
5
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R-
3 

磁
器

碗
(
9
6
)
 
4.
9 
(3
.6
)
微

N
S
/
灰
白
色

透
明
色

外内
：•

施釉
，
染圏
線付
4，
条
圏
線
4
条

良
好

（
呉
須
淡
'I'
,)

施
釉
，

9
6
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
l
l
 

R-
3 

磁
器

碗
肥
前
系
(9
.4
) 
4.
6 
(3
.4
)
微

7.
5Y
8/
l
灰
白
色

透
明
色

内外
潤：
圏線
線
44
条条，，
見
込
み
に
I司文
じ様
文
様

良
好

（
呉
須
暗
・
淡
青
色
）

3
箇
所
に

9
7
 
第
2
ト
レ
ン
チ
S
P
2
3
 

R-
1 

磁
器

碗
(1
18
) 
4.
4+
 

9
8
 
不
明

S
D
I
O
 

R
-
2
 

陶
器

小
壺

2.
5+
 
(2
4)
細

N
7
/
灰
白
色

5
Y
R
3
/
4
明
赤
褐
色

外部内
：：糸
施施切
釉釉り
，，
の回
指後
転頭
厠圧
ナ転
痕デ
ナ
の
デ後
回
転
ナ
デ
，
底
良
好

9
9
 
不
明

S
D
l
O
 

R-
3 

陶
器

体
部

4.
4+
 

細
5
Y
R
7
/
6
橙
色

透
明
色

内
施
釉
，
回
転
ナ
デ

良
外
厠
転
ナ
デ

1
0
0
 
第
l
ト
レ
ン
チ
S
X
I
 1
 

R
-
7
 

陶
器

（
鉢
）
底
部

3
6
+
 
(7
.4
) 
細含
有
物
含
ま
な
い

5
Y
R
4
/
4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5
Y
R
2
/
2
黒
褐
色

内
外
：
施
釉
，
削
り

良
好
見
込
み
に
胎
土
目
2
箇
所
残
存

1
0
1
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
l
l
 

R
-
2
 

陶
器

灯
明
皿
京
楽
・
系
信
(
1
0
 3)
 
1.
9 
(3
8)
 
細含
有
物
含
ま
な
い

7
 5Y
8/
l
灰
白
色

7.
5Y
7/
2
灰
白
色

内
：
施
釉

良
好

外
回
転
ナ
デ
，
回
転
箆
削
り

1
0
2
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
I
I
 

R-
l 

陶
器

灯
明
皿

(1
0.
5)
 
2
4
 
(3
8)
微

2
5
Y
8
/
灰
白
色

透
明
色

内M
：施~

釉,,ヨ
，
ヤ
"
回
-
転
'
吐
ナ
デ'よ
回
転
ナ
テ

良
好
ヒピ
,,
ン,ヽ
痕ロ,
,
,あ-
ルり
r
n
 ば

1
0
3
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R-
1 

陶
器

鍋
I
S
 0
 
8
8
+
 
7
 8
 
細

7.
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
5
Y
R
6
/
6
橙
色

内
施
釉

良
軟
質
施
釉
陶
器

外
ナ
デ
，
削
り

1
0
4
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
2
 

R-
1 

陶
器

鍋
誓
(1
96
) 
6
0
+
 

細
7.
5Y
R6
/6
橙
色

5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐
色

内
施
釉

良
軟
質
施
釉
陶
器

外
肖
1J
り
，
接
合
痕

1
0
5
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
8 
土
師
質
土
器
llil 

在
地
(9
6)
 
1
1
 
(7
6)
 
密

内
I
O
Y
R
?
/
3
に
ぶ
い
黄
黄
橙
橙
色
内
外
：
ナ
デ

良
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
色

1
0
6
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
1
2
 
土
師
質
土
器

皿
在
地

1
1
+
 

や
や
密

内
外
I
O
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
内
外
調
整

良
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

1
0
7
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
11
 
七
師
質
土
器

皿
在
地
？

I
 
0
 

密
内
I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
内
回
転
ナ
デ

良
1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
金
雲
母
含
む

外：
I
O
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
外
匝
転
ナ
デ
．
厠
転
糸
切
り
？

1
0
8
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
1 
土
師
買
土
器

皿
在
地

I
 
5
+
 

や
や
粗

内
外
7
5
Y
R
8
/
6
浅
黄
橙
色
内
外
マ
メ
ッ

良
粘
土
付
泊

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

1
0
9
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
7 
士
師
質
土
器

椀
在
地
(8
 0
)
 
1
 
8
+
 

や
や
密

内
外
：
2
5
Y
8
/
1
灰
白
色

内
外
マ
メ
ッ

良
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

1
1
0
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
9
 
土
師
質
土
器
口
緑
部
在
地
(
9
 8)
 
1.
7+
 

密
内
I
O
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
内
外
マ
メ
ツ

良
I
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
I
O
Y
R
S
/
2
灰
白
色

1
1
1
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
6
 
土
師
質
土
器

椀
在
地
(1
1.
0)
 
2.
0+
 

密
内
l
O
Y
R
8
/
3
浅
黄
橙
色

内
外
ナ
デ

良
外
I
O
Y
R
8
/
4
浅
黄
橙
色

1
1
2
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
1
0
 
土
師
府
土
器
口
緑
部
在
地

I
 
5
+
 

密
内
外
I
O
Y
R
S
/
3
浅
黄
検
色

内
外
調
整
不
明

良
1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

1
1
3
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R-
13
 
土
師
質
土
器
口
緑
部
在
地

1
 
5
+
密

内
外
：
2.
5Y
8/
2
灰
白
色

内
外
ナ
デ

良

1
1
4
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
-
5
 
土
師
質
土
器

杯
在
地
(1
0.
6)
 
2
5
 

や
や
密

内
外
!
O
Y
R
8
/
2
灰
白
色

内
ナ
デ

良
2
m
m
以
下
の
石
英
。
長
石
含
む

外
ナ
デ
，
マ
メ
ッ

1
1
5
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
0
 

R
4
 
土
師
質
土
器

絹
楠
井
A

2.
5+
 

内
7
5
Y
R
7
/
4
に
ぷ
橙
い
橙
色
色
内
ナ
デ
，
ハ
ケ

良
Il 

外
7.
5Y
R8
/3
浅
黄

外
ナ
デ

1
1
6
 
第
6
ト
レ
ン
チ
S
P
4
4
 

R-
1 
土
師
質
土
器

鉢
在
地
？

1
9
+
 

密微
砂
粒
含
む

内
外
I
O
Y
R
S
/
2
灰
白
色

内
外
回
転
ナ
デ

良

密
内
ナ
デ

1
1
7
 
不
明

S
D
J
O
 

R
汀
土
師
質
土
器

針
在
地
？
(2
8 
4
)
 
4.
5+
 

5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
，
角
閃
石
，
金

内
外
：
7.
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
外
ナ
デ
，
刷
毛
'

良
雲
位
含
む

1
1
8
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
J
 

R
-
4
 
土
師
質
土
器

鉢
？

在
地
(1
6.
4)
 
10
.8
+ 

や
や
密

内
7
.
5
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
褐
褐
色
内
指
頭
圧
，
ナ
デ

良
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
雲
母
を
含
む

外：
7
5
Y
R
6
/
3
1
こ
ぶ
い
色
外
マ
メ
ッ

1
1
9
 
第
l
ト
レ
ン
チ
S
P
1
4
 

R-
1 
土
師
質
土
器

井
側

在
地

(8
.9
) 

や
や
密

内
!
O
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
椀
色
内
外
ナ
テ

良
1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
7.
5Y
R6
/4
に
ぷ
い
橙
色

1
2
0
 
不
明

S
D
l
O
 

R
-
8
 
土
師
質
土
器

鉢
在
地
(4
5.
3)
 
1
3
 3
 
(3
42
) 
や
や
祖

内
I
O
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
黄
黄
褐
色
内
ナ
デ
，
指
頭
圧
痕

良
接
合
，
工
具
痕
あ
り

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
，
雲
母
を
含
む

外
1
0
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
褐
色
外
ナ
デ
，
貼
付
突
帯
，
指
頭
ナ
デ

沖 玉 睾
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逍
物

法
旦
(c
m)

色
調
1

色
調
2

N
o
 
調
査
区

出
土
迫
構

種
類

器
種
型
式

胎
土

調
整

焼
成

備
考

番
号

口
径

益＂
＂
品
底
径

（
胎
土
）

（
釉
薬
，
内
外
色
調
）

1
2
1
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
I
 1
 

R
-
5
 
土
師
質
土
器

羽
釜
在
地
1
1
9
 
8.
1 

密
外内
1
0
Y
R
4
/
l
灰
褐
色

内
指
指
頭
頭
ナ
デ

良
好
鍔
部
に
金
属
を
通
し
た
2
対
の
穿

1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
を
含
む

1
0
Y
R
4
/
l
灰
褐
色

外
ナ
デ
，
ナ
デ

孔
あ
り

密
内
5
Y
R
6
/
6
橙
色

内
ナ
デ
，
横
ハ
ケ

1
2
2
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
I
I
 

R
-
6
 
土
師
質
土
器
焼
炉
在
地
？

5
 5
+
 

0
5
m角
m
閃
以
石
下
を
の
含
石
む英
，
長
石
，
金
雲
母
，
赤
色

良
接
合
痕
あ
り

粒，
外：
5
Y
R
7
/
6
橙
色

外
ナ
デ

1
2
3
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
I
I
 

R
-
4
 
土
師
質
土
器

針
在
地
？
(4
2.
0)
 
1
3
 6
 
(3
22
) 
密

内
7
.
5
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
褐
橙
色色
内
ナ
デ
，
指
頭
ナ
デ

良
5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
金
雲
母
を
含
む

外：
7
 5
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い

外
貼
付
突
帯
，
底
部
板
ナ
デ

1
2
4
 
不
明

S
D
!
O
 

R-
1 

土
製
品

玩
具
在
地
？
幅
5.
5
2.
1+
 

密
外内
55
YR
YR
67
//
66
橙
橙
色色

良

1
2
5
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
!
 

R
-
5
 

瓦
軒
丸
瓦

長
6
1
+
幅
3
6
+
 
厚
1
5
密

5P
B5
/l
青
灰
色

凸
ナ
デ

良
凹
板
ナ
デ
，
指
頭
圧

密
2灰,
5色
G
Y
7
/
l
明
オ
リ
ー
プ

三
つ
巴
文

1
2
6
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
1
 

R-
2 

瓦
軒
丸
瓦

長
7
O
+
 

厚
2.
0
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

凹
ナ
デ
，
指
頭
圧
痕

良
珠
文
11
個
残
イ
］

キ
ラ
コ
付
芍

1
2
7
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
1
 

R
-
3
 

瓦
軒
平
瓦

長
1
9
6
+
幅
2.
5+
厚
1
9
密砂
粒
殆
ど
含
ま
な

N
3
/
暗
灰
色

凸
ナ
テ

良
凹
ナ
デ

1
2
8
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
!
 

R
-
9
 

瓦
丸
瓦

長
9
9
+
幅
8
8
+
厚
1.
65
密

N
3
/
暗
灰
色

凸
ナ
デ

良
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
倍

凹
．
コ
ビ
キ
B
の
後
，
叩
き
痕
，
箆
削
り

1
2
9
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
!
 

R
-
1
3
 

瓦
丸
瓦

長
12
.5
+
幅
8.
6+
厚
2
0
密

N
7
/
灰
白
色

凸
コ
ビ
キ
ナ
デ
，
ナ
デ

良
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
倍

凹
布
目
圧
痕

1
3
0
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
X
l
l
 

R
-
8
 

瓦
丸
瓦

長
9,
2+
幅
9.
7+
厚
1
7
密微
砂
粒
少
墨
含
む

N
3
/
暗
灰
色

凸
箆
削
り
，

良
「
且
紙
宜
」
の
刻
印

凹
叩
き
痕
，
箆
削
り

1
3
1
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
1
 

R
-
4
 

瓦
丸
瓦

長
6.
1+
幅
9
8
+
厚
1.
7
微密
砂
粒
少
整
含
む

N
3
/
暗
灰
色

凸
ナ
デ

良
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
滸

凹
布
目
痕
，
コ
ピ
キ
B,
叩
き

1
3
2
 
不
明

S
D
!
O
 

R
-
4
 

瓦
平
瓦

長
14
.2
+
幅
1
1
l
+
 
厚
1
5
密1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
を
含
む

N
S
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
好
凹
凸
而
に
キ
ラ
コ
付
沿

凹
ナ
デ

1
3
3
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R
-
1
2
 

瓦
平
瓦

長
10
.0
幅
9
6
厚
1.
6
密

N
S
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
凹
ナ
テ

1
3
4
 
不
明

S
D
l
O
 

R
-
6
 

瓦
平
瓦

長
1
4
2
+
 
幅
9.
0+
厚
1.
5
密

N
3
/
暗
灰
色

凸
ナ
デ

良
殆
ど
砂
粒
含
ま
な
い

凹
ナ
デ

1
3
5
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
1
 

R
-
6
 

瓦
平
瓦

長
13
.9
+
幅
1
6
0
+
厚
1
6
密

N
4
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
凸
而
に
キ
ラ
コ
付
滸

I
m
m
以
下
の
砂
粒
含
む

凹
ナ
デ

一
部
に
鉄
分
1寸
普

1
3
6
 
第
4
ト
レ
ン
チ
S
K
3
l
 

R-
5 

瓦
平
瓦

長
1
5
3
+
 
幅
13
.7
+
厚
1
8
密

N
S
/
灰
色

凸
ナ
デ
，
工
具
痕

良
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
浩

2
m
m
以
下
の
砂
粒
含
む

凹
ナ
デ

1
3
7
 
第
l
ト
レ
ン
チ
S
K
l
 

R
-
1
5
 

瓦
平
瓦

長
0
8
 
幅
2.
9
厚
1
6
密砂
粒
殆
ど
含
ま
な
い

N
S
/
灰
色

凹
ナ
デ

良
凹
面
に
キ
ラ
コ
付
洛

1
3
8
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R
-
1
0
 

瓦
平
瓦

長
3
8
+
 
幅
1
7
O
+
 
厚
1
6
5
密

N
5
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
凸「
面冨
に
キ
ラ
コ
付
沿

凹
ナ
デ

」
の
刻
印

1
3
9
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R
-
1
4
 

瓦
平
瓦

長
2
0
+
幅
4.
5+
厚
1.
55
密砂
粒
殆
ど
含
ま
な
い

N
4
/
灰
色

凹
ナ
デ

良
凹「
面
に
キ
ラ
コ
付
箸

冨
」
の
刻
印

1
4
0
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
l
 

R
-
8
 

瓦
平
瓦

長
4
3
+

厚
1.
7
密

N
6
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
凹
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
箸

凹
ナ
デ

「
冨
」
の
刻
印

1
4
1
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
!
 

R
-
6
 

瓦
桟
瓦

長
6.
7+
幅
5.
6+
厚
1
5
密

N
5
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
凹
ナ
デ
，
板
ナ
デ

1
4
2
 
第
l
ト
レ
ン
チ
S
K
!
 

R-
ll
 

瓦
桟
瓦

長
9.
0+
幅
6.
9+
厚
1.
4
密

N
4
/
灰
色

凸
ナ
テ
’

良
凸
面
に
キ
ラ
コ
付
珀

凹
ナ
デ

1
4
3
 
不
明

S
D
l
O
 

R
-
5
 

瓦
練
込
瓦

長
7
O
+
 
幅
3.
4+
厚
1.
7
や
や
粗

N
3
/
暗
灰
色

内
ナ
デ
，
箆
削
り

良
外
表
面
に
キ
ラ
コ
付
喘

少
醤
の
微
砂
粒
含
む

1
4
4
 
第
1
ト
レ
ン
チ
S
K
I
 

R-
7 

瓦
隅
瓦

厚
1
6
密

N
5
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
好

凹
・
ナ
デ

1
4
5
 
1次

表
土
掘
削

R-
1 
弥
生
土
器
（
高
杯
）
脚
部

5
 6
+
 

密
内
外
：
7
5
Y
R
7
/
8
黄
橙
色

内
ナ
デ

良
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
板
状
押
圧
，
指
頭
圧

1
4
6
 
第
1
ト
レ
ン
チ
遺
構
検
出
時

R
-
4
 
七
師
質
土
器

皿
佐
藤
B
(8
 6
)
 
0
9
 
(5
.4
) 
密!
m
m
以
下
の
長
石
含
む

内：
7
 5
Y
R
5
/
6
明
褐
色

内
ナ
デ

良

l
-
2
 

外
1
0
Y
R
7
/
6
明
黄
褐
色

外
ナ
デ

1
4
7
 
第
1
ト
レ
ン
チ
北
西
隅
一
段
下
げ
R-
1 
土
師
質
土
器

皿
佐
藤
B
(1
0.
4)
 
1
8
 
(6
.3
) 
密

内
1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色

内
ナ
デ

良
底
部
に
エ
具
痕
と
粘
土
痕

旧
4
か

4
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
黒
色
粒
含
む

外
I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
外
ナ
デ
，
回
転
ナ
デ

1
4
8
 
第
1
ト
レ
ン
チ
北
西
隅
一
段
下
げ
R
-
2
 
土
師
質
土
器

皿
佐
藤
B
(1
1 
6
)
 
1
2
 
(
8
8
)
 
やI
mやm
密以
下
の
長
石
含
む

外内
IOI
OYY
RR8
S//
44
浅
浅
黄
黄
橙
橙
色色

外内：．
ナ
デ

良

Il
-1
か

ナ
デ
，
底
部
箆
切
り

1
4
9
 
第
4
ト
レ
ン
チ
遺
構
検
出
時

R
-
9
 
土
師
質
土
器

lIIl
 
佐
藤
B
(5
.4
) 
0.
7 
(5
.0
) 
や
や
密

外内
7
5
Y
R
8
/
4
浅
浅
黄寅
橙
色

調
整
不
明

良

il
l-
5 

1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

7.
5Y
R8
/4
 
橙
色

1
5
0
 
第
4
ト
レ
ン
チ
迫
構
検
出
時

R
-
8
 
土
師
質
土
器
Jlll 

在
地
(9
.2
) 
1
8
+
 

2や
m
やm
密以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外内；
52
YR
.5
Y7
R/
76
/橙6
橙色
色

内
ナ
デ

良
外
ナ
デ

薦 替 磨 燐 焼



（
）
は
復
元
値

法
誠
(c
m)

色
調
1

色
調
2

調
査
区

出
土
遺
構

追
物
種
類

器
種
型
式

胎
土

調
整

焼
成

備
考

N
o
 

番
号

口
径
器
高
底
径

（
胎
土
）

（
釉
薬
，
内
外
色
調
）

佐
藤
B

密
内
75
YY
RR
88
//
46
浅浅
黄黄
極橙
色

内
ナ
デ

良
1
5
1
 
第
4
ト
レ
ン
チ
迫
構
検
出
時

R
-
5
 
土
師
質
土
器

llll
 
IT 
1
か
(1
1 
0
)
 
2
2
 
(6
.0
) 
2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
7
5
Y
R
8
/
6
色

外
ナ
デ

密
内
7
.
5
Y
R
7
/
6
橙
色

内
回
転
ナ
デ

良
1
5
2
 
第
4
ト
レ
ン
チ
逍
構
検
出
時

R-
11
 
土
師
質
土
器

llil
 
在
地

0
8
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外：
7
 5
Y
R
6
/
6
橙
色

外
厠
転
ナ
デ

微密
砂
粒
含
む

外内
2
.
5
Y
R
7
/
3
i炎
赤
橙
色

内
ナ
デ

良
1
5
3
 
第
4
ト
レ
ン
チ
辿
構
検
出
時

R
-
1
0
 
土
師
質
七
器

椀
在
地

1.
5+
 

2
5
Y
R
7
/
3
淡
赤
橙
色

外
ナ
デ

や
や
密

内
7.
5Y
YR
R6
6/
/6
6
橙橙
色

内
匝
転
ナ
デ

良
1
5
4
 
第
7
ト
レ
ン
チ
遥
構
検
出
時

R
-
1
 
土
師
質
土
器

皿
在
地
(
8
 2)
 
1
1
 
(6
.0
) 
3
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

外
7
5

色
外
回
転
ナ
デ

密
外内
71
0.
5Y
RY
R6
6/
3/
4に
にぶ
ぶい
い黄
橙橙
色
色
外内
ナ
デ

良
1
5
5
 
1次

表
七
掘
削

R
-
4
 
土
帥
質
土
器

杯
在
地
？
(1
16
) 
2.
2+
 

1
m
m
以
下
の
長
石
，
赤
色
粒
含
む

ナ
デ

第
4
ト
レ
ン
チ
遺
構
検
出
時

R
-
6
 
土
師
問
土
器

椀
在
地
(1
18
) 
2.
2+
 

密
外内：
51
0Y
RR
66
//
66
赤橙
橙色
色

外内
：国
国転
転ナ
ナテ
デ

良
1
5
6
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

密
内
25
YY
R8
/I
S/
灰I
灰白
白色
色

調
整
不
明

良
1
5
7
 
第
4
ト
レ
ン
チ
姐
構
検
出
時

R
-
7
 
土
師
質
士
器

椀
在
地

2.
0+
 

I
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
7.
5 

鉢
在
地

6.
3+
 

や
や
祖

内
2
.
5
Y
6
/
I
黄
灰
色

外,
、"
氷ナ
リ即
デt
調
整
不
明

良
1
5
8
 
第
4
ト
レ
ン
チ
迫
構
検
出
時

R-
l 
士
師
質
土
器

(
2
6
 [)
 

3
m
m
以
ド
の
石
英
，
長
石
含
む

外
2
5
Y
7
/
1
灰
白
色

楠
井
B

密
内
I
O
Y
R
S
/
4
浅
黄
橙
色

内
回
転
ナ
デ
，
ナ
デ

良
媒
付
普

1
5
9
 
第
4
ト
レ
ン
チ
迅
構
検
出
時

R
-
4
 
土
師
質
土
器
足
釜
皿
類
か
(1
81
) 
5.
7+
 

4
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
多
く
含
む

外
l
O
Y
R
B
/
2
灰
白
色
浅
黄
橙
外
回
転
ナ
デ
，
爪
形
状
圧
痕

内
I
O
Y
R
7
/
3
にに
ぶぶ
いい
防橙
橙色
色
外内
ナ
デ

楠
井
B

密
ナ
デ
，
鍔
部
下
端
に
指
頭
圧
，

良
1
6
0
 
第
4
ト
レ
ン
チ
遣
構
検
出
時

R
-
3
 
土
師
質
土
器

足
釜
皿
類
か
(
2
8
 2)
 
3.
6+
 

3
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
7
.
5
Y
R
7
/
3
 

爪
形
状
圧
痕

楠
井
B

密
内
1
0
Y
R
8
/
1
灰
白
色

内
回
転
ナ
デ

良
1
6
1
 
1次

表
土
掘
削

R
-
7
 
土
師
質
土
器

足
釜
W
か
(2
0.
8)
 
7
7
+
 

微
砂
粒
少
量
含
む

外：
5
Y
R
8
/
4
淡
橙
色

外
恒
l転
ナ
デ
，
指
頭
圧

密
外内
7.
5Y
RY
R8
6/
2/
4
灰浅
黄褐
橙
色

内
ナ
デ

楠
井
B

外
ナ
デ
，
鍔
部
下
婚
指
頭
圧
，

良
1
6
2
 
1次

表
土
掘
削

R
-
8
 
土
師
質
土
器

足
釜

Il 
(2
4.
8)
 
7
9
+
 

3
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
赤
色
粒
含
む

,7
.5

色．
格
了
目
タ
タ
キ

楠
井
A

や
や
密

内：
2.
5Y
4/
l
黄
灰
色

内
ナ
デ

良
口
縁
端
部
に
重
ね
焼
き
の
痕
跡

1
6
3
 
第
4
ト
レ
ン
チ
遺
梢
検
出
時

R
-
2
 
土
師
質
土
器

絆
w
類

5.
0+
 

1
5
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
，
黒
色
粒
含
む

外
2.
5Y
5/
1
黄
灰
色

外
指
頭
圧
の
後
ナ
デ

鍋
楠
井
B

3.
4+
 

密
内
7
.
5
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
褐
色
外内
：徊
囮転
転ナ
ナデ
デ

良
1
6
4
 
1次

表
土
掘
削

R
-
5
 
士
師
質
土
器

皿
1
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

楠
井
B

密
内：
5
Y
R
7
/
8
橙
色

内
回
転
ナ
デ

良
1
6
5
 
1次

表
土
掘
削

R
-
6
 
土
師
質
土
器

鍋
m
 

4.
2+
 

2
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
7
.
5
Y
R
5
/
2
灰
褐
色

外
回
転
ナ
デ
，
板
ナ
デ

1
6
6
 
第
2
ト
レ
ン
チ
造
構
検
出
時

R
-
3
 
陶
器
（
鉢
）
口
緑
部

2
1
+
 

細
2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐
色
2
.
5
Y
R
4
/
4
に
ぶ
い
赤
褐
色
内
外
：
施
釉

良

1
6
7
 
第
1
ト
レ
ン
チ
迫
構
検
出
時

R
-
3
 
陶
器

Ill
[ 

(1
0.
4)
 
1
5
+
 

細
2.
5Y
8/
3
淡
黄
色

透
明
色

内
回
転
ナ
デ
，
施釉
緑端
，
沈部
線施
2釉
条

外
回
転
ナ
デ
，
口

良
好

c1
0.
o)
 
,
 
吼
l

内
外
：
2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐
色
内
か
き
目

良
好

1
6
8
 
第
1
ト
レ
ン
チ
遺
構
検
出
時

R
-
2
 
陶
器

揺
鉢

5.
4+
 

外
ナ
デ
，
底
部
糸
切
り
痕

密
内
7
5
Y
6
/
l
灰
色

内
回
転
ナ
デ

良
1
6
9
 
［次

表
土
掘
削

R
-
2
 
須
恵
質
土
器

椀
不
明
(1
5.
8)
 
3.
9 
(6
0)
 
2
皿
n
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外
IO
Y6
/1
灰
色

外
回
転
ナ
デ

束
播

や
や
密

内
N
7
/
灰
白
色

内
ナ
デ

良
東
播
系
須
忠
器
捏
詐
か

1
7
0
 
1次

表
土
掘
削

R
-
3
 
須
恵
質
土
器

鉢
系
9
(2
60
) 
2
9
+
 

2
m
m
以
下
の
長
石
，
黒
色
粒
含
む

外
N
7
/
灰
白
色

外
ナ
デ

(6
.9
)
微

5
Y
8
/
1
灰
白
色

透
明
色

内
施
釉

良
好

1
7
1
 
不
明

不
明

R-
1 

磁
器

碗
4.
65
+ 

（
呉
須
暗
肯
色
）

外
施
釉
，
圏
線
3
条
，
桐
？

つ
ま
み
部

密
内
N
4
/
灰
色

内
回
転
ナ
デ

良
1
7
2
 
第
2
ト
レ
ン
チ
迫
構
検
出
時

R
-
2
 
須
恵
質
上
器

藍
不
明
2
2
 
1
 2
+
 

I
m
m
以
下
の
石
英
，
長
石
含
む

外：
N
5
/
灰
色

外
ナ
デ

1
7
3
 
第
1
ト
レ
ン
チ
遣
描
検
出
時

R-
1 

磁
器

皿
7
8
 
2.
5 
(3
6)
 
微

5
Y
8
/
l
灰
白
色

透
明
色

内外
：：
施施
釉釉
，
 陰
刻
文

良
好

厚
1
5
密

N
4
/
灰
色

凸
ナ
デ

良
1
7
4
 
不
明
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1 SD20完掘状況（南から）



1 SD20完掘状況（北から）

2 SD20北端完掘状況（南から） 3 SD20北から 2カ所目北壁土層（南から）

4 SD20北端北壁上層（南から） 5 SD20南端北壁土層（南から）



1 SX60上層検出状況（南から）

2 SX60下層検出状況（南から）



1 SX60周辺柱穴検出状況（南から）

2 SX60周辺柱穴完掘状況（南から）



1 SX60土器出土状況（南から）

2 SK90周辺完掘状況（北から）



1 掘立柱建物および柵列に伴う柱列完掘状況（南から）

2 調査地南東部完掘状況（南から）



l 調査地南東隅部完掘状況（南から）

2 調査地中央部完掘状況（南東から）



l 調査地南西部完掘状況（南西から）

2 調査地北西部完掘状況（北から）
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1 SXl 1上層検出状況（北から）

2 SXl 1完掘状況（北から）



1 SXl 1北側石積み（南東から）

2 SXl 1南側石積み（北から）



1 SK31完掘状況（南東から）

2 調査地遠景（南西から）
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1 出土瓦

175 

3 石鏃

2 弥生土器 (SK54)
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ふりがな かいごろうじんほけんしせつしんちくこうしにともなうまいぞうぶんかさいはっくつちょうさぽうこくしょ じょうりあと

書 名 介護老人保健施設新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 条里跡

副 書 名

巻 次

シリーズ名 高松市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第 145集

編著者名 渡邊誠•上原ふみ

編集機関 高松市教育委員会

所 在 地 〒760-8571 香川県高松市番町一丁目 8番 15号 TEL087-839-2660 

発行年月日 西暦2012年 6月 30日

コード
北緯 東経ふりがな しょざいち

発掘期間 発掘面積 発掘原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
or, Off/ 

じょうりあと かがわけん

条里跡 香川県 37201 34° 134° 2011.6.23 511 m 介護老人
たかまつし 14' 01' 保健施設
高松市

10" 17" I 新築工事こうなんちょう

香南町
2011.7.29 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

条里跡 集落 弥生時代 掘立柱建物 弥生土器，石器

古代 士坑・溝 士師質士器，須恵器，

中世
ピット

陶磁器，瓦

近世

条里跡という遺跡名の由来である条里を区画する溝跡を確認した。その他，弥生時代

後期の土坑，鎌倉時代の建物跡などの集落跡，近世段階の士坑等を確認することができ，

長期にわたり累積的に土地利用がなされていることが明らかとなった。

要 約 中でも中世段階の輸入陶磁器が 3点出士し，周辺の中世の村落構造や後世の由佐氏へ

の流れを考える上で重要な成果を得ることができた。
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